
参考 

 
    検体投入部  遠心機    開栓機    感染症検査装置 
 

 
感染症検査装置（ＣＬ４８００） 

 
 

74



凝集法及びＣＬＥＩＡ法の原理 
  【凝集法】 

   
担体表面の抗体(抗原)と検体中の抗原(抗体)が抗原抗体反応により凝集像を形成する。 

 

 【CLEIA 法例】 

 
固相化抗体と ALP 標識抗体で検体中の抗原(抗体)を挟み抗原抗体複合体を形成する。ALP

標識抗体と基質液との反応で発光し、発光量をカウントする 

 
血清学的ウイルス検査の開始時期 
1972 年 ＨＢｓ抗原検査を開始 

1986 年 ＨＩＶ－１、ＨＴＬＶ－１の抗体検査を開始 

1989 年 ＨＣＶ抗体検査の開始、ＨＢｃ抗体検査の開始 

1994 年 ＨＩＶ１/２抗体検査を開始 
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